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第７回（2019年度第 1回）支部幹部会議事録 

JCI 四国支部 

 

１．日 時  2019 年 8 月 28 日（水）14 時 00 分～15 時 15 分 

２．場 所  香川県生コンクリート工業組合 ２Ｆ会議室 

３．出席者  甲斐芳郎，橋本親典，氏家勲，金滝和彦，藤井禎，古田満広，松島学 

横井克則，堀井克章                 （計 9 名） 

４．配付資料 

資料 1 第 6 回支部幹部会議事録（案） p1～p3 

資料 2 2019 年度収支予算，2019 年度収支決算（令和元年 7 月） p4，5 

資料 3 2019 年度事業計画（中間報告） p6，7 

資料 4 現場見学会行程（案） p8 

 

５．審議事項 

 甲斐支部長より，年次大会 2022 に関する審議が急遽必要になったため，例年 11 月に開催

している定例幹部会を本日開催に変更したことについて説明された。また，甲斐支部長の

現在の役職，東京への住居移転などの現状が報告され，本部において四国支部長継続に関

する審議がされていることも併せて説明がなされた。本件に関し，本部より承認されれば

支部長を継続すること，交通費は高知工科大学を起点とすることが確認された。その後，

各議題について審議が行われた。審議結果は，以下のとおり。 

（１）第 6 回支部幹部会議事録の確認（資料 1） 

 第 6 回支部幹部会議事録(案)が確認され，支部 HP にアップすることが承認された。 

 

（２）年次大会 2022 の開催地および準備等について（資料なし） 

 橋本副支部長より本部の戸口氏と年次大会 2022 に関する協議について以下のとおり説明

がなされた。 

・ 2014 年に開催したサンポート高松は，2022 年度，2023 年度に耐震工事予定であり，2022

年に開催できない。 

・ 徳島県のアスティ徳島と愛媛県の媛銀ホールは容量が不足である。 

・ 2004 年に 2 会場で開催した高知県のカルポートと JAL ホテルは，カルポートが 2022 年

に改修予定であるが，当該年の 7 月に工事に着手しているかは現時点では決定していな

い。年内には判明するようだ。 

 

 以上の状況を踏まえ四国で開催する年次大会への対応を以下のとおりとし，本部との協

議担当を橋本副支部長とすることが確認された。また，支部執行委員会委員へも本日の幹
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部会議事録を送付し，年次大会への対応状況を周知することが確認された。 

・ 優先順位①：2021 年開催予定の中部支部の了解が得られれば，1 年早めて 2021 年に高

松で開催する。 

・ 優先順位②：2022 年に使用できる場合は，高知で開催する。 

・ 優先順位③：2022 年に改修工事中であった場合は，2023 年に高知で開催する。その場

合，2023 年開催予定の関東支部を 2022 年に開催にしてもらう。 

 

（３）2019 年度収支決算（中間）について（資料 2） 

 2019 年度収支予算と 7 月末での収支決算について事務局より説明があり，計画どおり執

行されていることが確認された。 

 

（４）2019 年度事業計画（中間報告）について（資料 3，4） 

 2019 年度に活動した内容および今後の予定について各担当者より報告があり，以下の事

項が確認された。 

・ 現場見学会は行程を決定し，実施日を調整中である。 

・ 本日，幹部会を開催したことにより，予定していた 11 月の幹部会は開催しない。なお，

例年 11 月の幹部会で審議していた 1 月の幹部会（支部執行部候補者推薦委員会同日開

催）および 2 月の執行委員会の開催日は，10 月下旬頃にメール審議により決定する。両

会とも 15 時開始とし終了後，懇親会を開催する。 

・ 2020 年度支部総会の開催日程も併せてメールにより調整する。 

・ 両会および総会の日程調整は，甲斐支部長の四国への出張予定をできるだけ考慮する。 

・ 11 月 30 日開催予定の令和元年度四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会お

よび 12 月 7 日開催の第 13 回コンクリート甲子園は，松島幹事が支部長代理として出席

する。 

・ 2020 年度支部内部監査は，橋本副支部長が支部長代理として出席する。なお，実施日は

4 月 4 日を第 1 候補とし，後日堀井検査役と調整する。 

・ 生コンセミナーｉｎ徳島＆四国の生コン技術力活性化委員会【第 4 期】成果報告会を 3

月中旬に徳島大学で開催する。 

 

（５）その他 

 3 件の研究委員会が今年度で終了すること，新規研究委員会を 2020 年度に 1 件以上立ち

上げることが確認された。なお，愛媛大学の河合先生に新規研究委員会の委員長として，

氏家先生からその可能性について打診していただくことになった。 

以上 

 

（記録者：古田 満広） 


